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修士論文要旨
１．目的
　本研究では，指と触対象表面が相対的に運動することを
相対滑りと表現し，相対滑り方向の知覚をどのように行っ
ているかを実験により明らかにすることを目的とする．具
体的には，上肢の運動感覚や指腹変形が相対滑り方向知覚
に及ぼす影響を明らかにする．
２．本実験
　本章では，なぞり動作を行う手掌部の動作と触対象表面
の動作が同期可能な実験装置を用いることで，実験参加者
本人が上肢を運動させる能動触でありながら，触対象表面
も実験条件によりさまざまに動作する受動触の状態も実現
している．この実験装置を用い，能動触による上肢の運動
感覚が触対象表面の相対滑り方向知覚に及ぼす影響につい
て明らかにする．実験には，20名（男性９名，女性11名，平
均年齢20.7±1.6歳）の協力を得た．
　提示刺激として，表面性状＃6000のラッピングフィルム
（超精密研磨フィルム）を使用した．本実験では，実験参加
者本人が能動的ななぞり動作を30[mm]の距離行う．触対象
表面の動作条件を相対速度比と呼び８条件設けた．これに
より，実際に指先を通過する触対象表面の距離は，-60[mm]
から＋60[mm]までの間で変化する．実験中は，視覚と聴覚
を遮断した状態で0.3[N]以下の弱い力で触対象表面に触
れ，0.5[N]以上の押込み力を発揮した試行は無効とした．
実験参加者は，自身の示指に対し触対象表面が右方向また
は左方向のどちらに動作したかを２肢強制選択で回答し，
その際の確信度を０：全く自信なし，１：自信なし，２：
やや自信なし，３：やや自信あり，４：自信あり，５：非
常に自信あり，の６段階で評価する．試行数は，相対速度
比８条件に対し４試行ずつ行い，計32試行である．本研究
は，早稲田大学の人を対象とする研究に関する倫理審査委
員会の承認を得，実験参加者に対しては実験前に十分な内
容説明を行ったうえ，参加の同意を得て実施した．
2.1　結果および考察
　全体としては77.7％において正答した．また，正答のう
ち60.6％が確信度３以上の回答だった．上肢の運動感覚の
影響を受けながら相対滑り方向を知覚するとすれば，指に
対して触対象表面が右方向に動く負の相対速度比条件にお
いて正答率が下がると予想したが，正答率は正の条件で
78.1％，負の条件で77.2％と相対速度比条件の正負で同等
となった．上肢の運動感覚が相対滑り方向知覚に及ぼす影
響は大きくないことがわかった．
３．指腹変形実験
　本章では，なぞり動作を行わない完全受動触の状態で指
腹変形が触対象表面の相対滑り方向知覚に及ぼす影響につ
いて明らかにする．完全受動触において，示指と触対象表
面間に食品用ラップフィルムを介在させ，触対象表面の動
作と同時に，これとは逆方向へ食品用ラップフィルムに引
張り力を加え，強制的な指腹変形を生じさせる．食品用ラッ
プフィルムは，十分に薄く，示指と触対象表面間に介在さ
せていても触対象表面の動作方向を知覚することができる．
実験には，21名（男性10名，女性11名，平均年齢20.8±1.6
歳）の協力を得た．
　提示刺激ほか詳細な実験条件は前章同様とした．ただし，
実験参加者はなぞり動作を行わない．触対象表面の動作速
度は，５条件の動作速度を左右方向それぞれで実施し，計
10条件とした．触対象表面の動作が完了した時点で，実験
参加者は触対象表面が自身の示指に対し右方向または左方
向のどちらに動作したかを２肢強制選択で回答し，確信度
を６段階で評価する．試行数は，触対象表面動作速度10条
件に対し２試行ずつ行い，計20試行である．
3.1　結果および考察
　全体としては，94.3％において指腹変形の生じた方向に
回答し，誤答となった．また，このうち77.0％が確信度３
以上となった．これより，触対象表面の相対滑り方向を知
覚するうえで指腹変形の影響が大きいことがわかった．
４．結論
　実験の結果，触対象表面の相対滑り方向を知覚する際に
は，皮膚感覚機械受容器が直接的に触対象表面から得る情
報や上肢の運動感覚以上に，指腹変形の情報が大きく影響
することが明らかとなった．
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